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「教員の評価に関する調査研究会議」調査研究報告 新旧対象表

頁 等 第１次調査研究報告（修正版）(平成17年２月) 第２次調査研究報告(平成17年８月)

○11頁
教職員の資質能力の向上に向けて
4 評価システムの具体的な内容
（６）評価者評価

ア 客観性・公正性の確保
（ア 「第一次評価者」 「第一次評価者」は、教職員の状況の把握に努め、自 「第一次評価者」は、教職員の状況の把握に努め、自）

己目標設定時や日常の職務遂行の中で、面談等を通じて 己目標設定時や日常の職務遂行の中で、面談等を通じて
教職員に指導助言を行う必要がある。把握した教職員の 教職員に指導助言を行う必要がある。把握した教職員の
状況に基づき 「評価表（付表 」に第一次評価者から見 状況に基づき 「評価表」に第一次評価者から見た自己、 ） 、
た自己目標の達成状況及び評価、指導助言の記録を記入 目標の達成状況及び指導助言の記録の一部を記入し 自、「
し 「自己申告書」及び「評価表（付表 」を観点として 己申告書」を観点として評価を行うべきである。、 ）
「評価表」により評価を行うべきである。 また 「第二次評価者」に対して、自ら把握した教職、
また 「第二次評価者」に対して、自ら把握した教職 員の状況や指導助言の内容を正確に伝えることも必要で、

員の状況や指導助言の内容を正確に伝えることも必要で ある。
ある。

（イ 「第二次評価者」 「第二次評価者」は 「第一次評価者」の意見を聞き 「第二次評価者」は 「第一次評価者」の意見を聞き） 、 、
ながら、教職員の状況の把握に努め、自己目標設定時や ながら、教職員の状況の把握に努め、自己目標設定時や
日常の職務遂行の中で、面談等を通じて教職員に指導助 日常の職務遂行の中で、面談等を通じて教職員に指導助
言を行う必要がある。把握した教職員の状況に基づき、 言を行う必要がある。把握した教職員の状況に基づき、
必要に応じて 評価表 付表 を作成し 自己申告書 「自己申告書」を観点として「評価表」により最終的な「 （ ）」 、「 」
及び第一次評価者が作成した「評価表（付表 」等を観 評価を行うべきである。）
点として「評価表」により最終的な評価を行うべきであ
る。

○12頁
（エ）教職員以外からの意見 評価者は、児童生徒、保護者、地域住民、学校評議員 評価者は、児童生徒、保護者、地域住民、学校評議員

等からの意見を真摯に受け止め、その意見の事実把握を 等からの意見を真摯に受け止め、その意見の事実把握を
行うとともに教職員の育成の観点から、日常の指導に生 行うとともに教職員の育成の観点から、日常の指導に生
かすようにすべきである。また、その教職員が今後育成 かすようにすべきである。また、その教職員が今後育成
すべき資質能力を含め、評価の参考とした意見について すべき資質能力を含め、評価の参考とした意見について
は、具体的に付記すべきである。 は、把握した職務遂行状況と併せて記録すべきである。

※意見の例（タイトル） 付記する意見の例（ 」内） 職務遂行状況の記録と参考とした意見の例（ 」内）「 「

○13頁
ウ 評価項目
（イ 「実績」）
・本文１行目 目標の達成状況や達成結果の内容を評価する。 目標の達成状況を評価する。
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「教員の評価に関する調査研究会議」調査研究報告 新旧対象表

頁 等 第１次調査研究報告（修正版）(平成17年２月) 第２次調査研究報告(平成17年８月)

○14頁
エ 評価方法・段階評価 「Ａ 「Ｂ 「Ｃ」の加点方式による３段階評価を基本 「Ａ 「Ｂ 「Ｃ」の加点方式による３段階評価を基本」 」 」 」
（イ）段階評価 とし 「Ｃ」を一般的な資質能力とし、一般よりも高い とし 「Ｃ」を一般的な評価の段階とし、一般よりも高、 、

」 、 「 」、 「 」 、「 」場合を「Ｂ 、極めて高い場合を「Ａ」とするが 「Ａ」 い場合を Ｂ 極めて高い場合を Ａ とするが Ａ
よりもさらに高い場合や 「Ｃ」よりさらに低く、組織 よりもさらに高い場合や 「Ｃ」よりさらに低く、組織、 、
としてその教職員を支援する必要がある場合には、その としてその教職員を支援する必要がある場合には、その
状況を「評価表」の「特記事項」欄に記入することが望 状況を「評価表」の「特記事項」欄に記入することが望
ましい。なお、評価には、伸長度合いも加味すべきであ ましい。
る。 ａ 「能力」

「能力」の評価項目においては 「Ｃ」を一般的な、
発揮能力とし、一般よりも高い場合を「Ｂ 、極めて」
高い場合を「Ａ」とする。
また、伸長度合いについても加味すべきである。

伸長度合いを加味する例

年度当初 年度末 ｢所見｣欄に
伸長度合い・ 記入＝
伸長部分⇒

｢Ａ｣｢Ｂ｣｢Ｃ｣評価の時点ま

発揮された力 ３段階のでに発揮され

⇒

→ ⇒ ＝
＝発揮能力 絶対評価ることが(共

｢評価｣欄に通理解の上)
記入見込まれる能

力

ｂ 「実績」
「実績」の評価項目においては 「Ｃ」を一般的な、

目標の達成状況とし、一般よりも高い場合を「Ｂ 、」
極めて高い場合を「Ａ」とする。

ｃ 「意欲」
「意欲」の評価項目においては 「Ｃ」を一般的な、

取組姿勢とし、一般よりも高い場合を「Ｂ 、極めて」
高い場合を「Ａ」とする。

オ 最終面談
※15頁に移動

○18頁以降
※様式のイメージの追加、様式等省略


